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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業／次世代燃料電池・水電解の要素技術開発

燃料電池生産技術のためのプロセスインフォマティクス

国立大学法人東京大学 長藤 圭介
連絡先：nagato@hnl.t.u-tokyo.ac.jp

【背景】PEFCの性能と生産性のカギとなる生産プロセスは膨大なパラメータからなり、従来手法では開発スループットに限界がある。

【目的】触媒インクの調合（混合分散）・触媒層の塗工（塗布乾燥）におけるプロセス探索の自動実験・自律探索システムを基軸とした

プロセスインフォマティクスの基盤を構築する。
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計画 KPI1: 

実験速度10倍

KPI2: 
探索速度10倍

「機械の研究」2020年7月

2025/6/12
プレスリリース→

“オールスターFC” (～2024)

(i) 混合分散ROPES
(KPI: 探索速度100倍)

(ii) 塗布乾燥ROPES拡張
(KPI: 乾燥ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ機能,

OCV電気化学ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ評価)
(iii) (i)+(ii)+発電特性

(KPI: 100ﾃﾞｰﾀｾｯﾄ取得)

【POC】 【根拠】 2030年頃 2035年頃
FCV・HDV用燃料電池技術開発RM
(2025年2月NEDO)より

【前身の成果】

①インク→シリンジ

⑤第1炉：プレ乾燥 ⑥第2炉：スキン層 ⑦第3炉：再配列 ⑧第4炉：結着

⑨評価ラインへ

⑩mmクラック 評価⑬ストッカ収納

②基板set

③塗布

④カメラチェック

⑪μm凹凸 評価⑫電気抵抗 評価
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NEDO 2023-2024

2025/4/2日刊工業新聞
YouTube動画→
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(100TP連続,
計5分乾燥の場合)

6 min
/TP

6 min×100 TP
 = 600 min (10 hr)
連続稼働を確認

：従来の16倍相当の早さ

【進捗】 【実用化後の狙い】

・各社の戦略に基づくROPESの活用実践
・試行錯誤の高速化×ラボから工場へのスケールアップの高速化

延べ50件見学

(i-1)インクの種類によって交流ｲﾝﾋﾟの違いを確認
(i-2) 予混合時間と本混合のECSAへの効果確認

(i-2) (i-1) 

・学会発表2件
・2026/4 Electrochemistry Comm.

(i) 混合分散ROPES
(KPI: 探索速度100倍)

(ii) 塗布乾燥ROPES拡張
(KPI: 乾燥ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ機能,

OCV電気化学ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ評価)

(ii-1)凸部から優先的にクラック発生
(ii-2) 凸部・クラックの画像処理

凸部ラベル

クラックラベル

(ii-2) 

・招待講演2件ほか学会発表5件
・2025/7 EFCF Wiley Award

(ii-1) 

・3/16
プレスリリース
(→日刊工業新聞)

・3/13
構想出願

・JASIS 2025出展
・水素展 2026出展

・JASIS 2026出展(予定)

・企業見学延べ50件以上

(i-3)
・混合方法、サンプラの開発
・分散機（衝撃波法・ビーズミル法）の小型化
・動的光散乱法、動的粘弾性測定

(i-3) (ii-3) 

(ii-3)
・クラックモニタリングシステム開発中
・電気化学インピーダンス法開発中
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